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●実践研究のねらい 

○ リズムの特徴を捉え、グループで動きを組み合わせての表現を工夫する。全身での動きを意識しな

がらダンスを組み立てる。 

○ 発表の時間を確保し、互いに意見を出し合いながらよりよいものに仕上げるための工夫を行う。 

○ 外部指導者の活用については、リズムの表現、具体的な動き、ステップなどのダンスの基本を指導

しながら発表において的確なアドバイスを行う。教師はグループ内の役割が機能しているか確認し潤

滑に活動できるように支援する。 

●指導モデル 第１学年（２学級８２名（うち男子４１名）） 

 

●指導の工夫 

１ 効果的に指導するための工夫 

○ 指導内容 

リズムのとらえ方、手拍子や足拍子などの動きの工夫、ステップなどの具体的な動きを指導する。 

○ 生徒の視覚的な理解を促す資料の充実 

発表の時間を確保し、グループごとに映像でふり返ることによってよりよい作品の完成を目指

す。また、全員で話し合いながら作品を作り上げる学習場面を設ける。 

２ 生徒の安全を確保するための工夫 

○ 安全な運動の行い方の理解 

オリエンテーションで、外部指導者より安全な運動の仕方について説明を受ける場を設ける。 

○ 単元を通した学習 

難しい動きを取り入れるよりも簡単な動きを工夫することにより、リズムの表し方を考えさせた

りして、安全に取り組める工夫をする。 
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●授業の様子 

 

 

 

【基本動作の指導】 

リズムを感じながら、体全体を使って表現する

工夫を行い、グループでダンスを作り上げる。外

部指導者から指導することにより、基本的なステ

ップや具体的な表現の方法を学んだ。 

 【発表（学級ごと）】 

学級ごとに工夫し、リズムに乗ったダンスを創

作し発表した。また、ビデオに撮り、映像を確認

しながら授業ごとに改善を加えながら完成に向け

て全員で取り組んだ。 

●生徒の意識、感想、変容など（中1男子（41名）） 

１ これから始まるダンスの学

習への興味はありますか。（ダ

ンスの学習開始前） 

２ ダンスの学習は楽しかったで

すか。 

３ ２年生でのダンスの学習は興

味がありますか。 

 
  

●成果と課題 

○ 学習前にはダンスに興味を持てていない生徒が多かったが、常に曲を流しながらリズムを感じて取り

組める雰囲気づくりを行った結果、積極的に学習に取り組み意見を出し合いながら楽しく活動すること

ができた。なかには苦手と感じる生徒もおり、他の生徒の指示を受け取り組んでいた生徒も見られたの

で、生徒に応じた支援の方法が必要である。 

○ 外部指導者が簡単な動きから基本的なステップなどポイントをわかりやすく指導した結果、すぐにコ

ツをつかんだ生徒が多く、また、生徒間で教え合うなどの姿も見られ、技能の習得と共に楽しさを感じ

る生徒が多かった。 

○ 外部指導者による専門性の高い指導が興味を引き出し、積極的に取り組む生徒が多くみられたが、教

員は生徒の安全管理に終始してしまう状況もあり、外部指導者との役割分担や連携を明確にした指導計

画について、引き続き、検討していく必要がある。 



 


